こ こと 

時々 ぉ宗 さん をつ かま へ て は 小言 以上の 小言 を 言った 

リ した。 

こ へ をけ じんく 

「お前なん ど は 肥た ご 桶 を 叩いて 甚句で もうた つてお 

出で なさり や In いのに ご 

師匠 は 酒の 醒めて ゐる 時には 決してお 宗 さんに も 粗 

略ではなかった。 しかし 一 度 言 はれた 小言 はお 宗 さん 

を ひがませずに は 措かなかった。 「どうせ あたし は 

だんなしゅう わけ い 

檀那 衆の やうに よくす る 訣には 行かな いんだから ご 

—— ぉ宗さ んは 時々 兄 さ ん にも そんな 愚痴な ど を こぼ 

して ゐた。 

「會 我の 五郎と 十 郎とは 一 体 どっちが 兄さんです？」 



の 髪の毛 も 何 か 頭の 病気の ために 薄い ので はない かと 

思って ゐる。 ぉ宗 さんの 使った 毛生え薬 は 何も 売薬ば 

かう もリ 

かりで はない。 ぉ宗 さん はいつ か 蝙蝠の 生き血 を 一面 

に 頭に 塗リ つけて ゐた。 

「鼠の 子の 生き血 も 善い とい ふんです けれども ご 

まる 

ぉ宗 さん は 円い 目 を くるくる させながら、 きょ とん 

として こんな こと も 言った ものだった。 

一 一 裏 畠 

うし はたけ 

それ は K さんの 家の 後ろに ある 一 一 百 坪ば かりの 畠 



だった。 K さん は そこに 野菜の ほかに も ポンポン \ダ 

リア を 作って ゐた。 その 畠 を 塞いで ゐ るの は 一日に 五 

いっけん つつみ 

六 度 汽車の 通る 一 間ば かりの 堤だった。 

或 夏 も 暮れ かかった 午後、 K さん はこの 畠へ 出、 も 

う 花 もまれに なった ポンポン • ダ リアに 鋏 を 入れて 

ひとい. S 

ゐた。 すると 汽車 は 堤の 上 を どっと 一息に 通りす ぎな 

がら、 何度も 鋭い 非常 警笛 を 鳴らした。 同時に 何 か 黒 

いものが 一 つ 畠の 隅へ ころげ 落ちた。 K さん は そちら 

ひやう し に はと リ 

を 見る 拍子に 「又 庭 鳥が やられた な」 と 思った。 それ 

は ね くわうた く しゅ 

は 実際 黒い 羽根に 青い 光沢 を 持って ゐる ミノル 力 種 

とさか 

の 庭 鳥に そっくりだった。 のみならず 何か雞 冠ら しい 



ものもちら りと 見えた のに 違 ひなかった。 

しかし 庭 鳥と 思った の は K さんに はほんの 一 瞬間 だ 

つた。 K さん は そこに 佇んだ まま、 あっけに とられ 

ずに は ゐられ なかった。 その 畠へ ころげこん だもの は 

実は 今 汽車に 鑠 かれた 二十 四 五の 男の 頭だった。 

三 武 さん 

武 さん は 二十 八 歳の 時に 何 かにす がりたい 慾 望を感 

じ、 (この 慾 望 を 生じた 原因 は 特に ここに 言 はずと も 

よい。) 当時 名高い 小説家だった K 先生 を 尋ねる こと 



にした。 が、 K 先生 はどう 思った か、 武 さん を 玄関の 

中へ 入れずに 格子戸 越しに かう 言 ふの だった。 

「御用 向き は 何です か？」 

武 さん は そこに 佇んだ まま、 f 部 始終 を K 先生に 

話した。 

「その 問題 を 解決す るの はわた しの 任ではありません。 

T さんのと ころへ お出でな さいご 

T 先生 は 基督教 的 色彩 を 帯びた、 やはり 名高い 小説 

家だった。 武 さん は 早速 その 曰のう ちに T 先生 を 訪問 

した。 T 先生 は 玄関へ 顔 を 出す と、 「わたしが T です。 

では さやうなら」 と 言った ぎり、 さっさと 奥へ 引き こ 



ちわ 

まう とした。 武 さん は 慌てて T 先生 を 呼びと め、 もう 

一 度 あらゆる 事情 を 話した。 

「さあ、 それ はむ づ かしい。 …… どうです、 U さんの 

ところへ 行って 見て は？」 

武 さん はやつ と 三度 目に U 先生に 迪り 着いた。 U 先 

生 は 小説家で はない。 名高い 基督教 的 思想家だった。 

武 さん はこの U 先生に より、 次第に 信仰へ は ひって 行 

つた。 同時に 又 次第に 現世に は 珍ら しい 生活へ は ひつ 

て 行った。 

せっけん はみ が ぎ やうし やう 

それ は 唯 はた 目に は 石鹼ゃ 歯磨き を 売る 行 商 だつ 

めし めった せ お 

た。 しかし 武 さん は 飯 さへ 食 へれば、 滅多に 荷 を 背負 



ひざ まづ 

家へ 帰って来 ると、 寝床の 前に 跪 き、 「神様、 どうか 

ひき きたう 

あの 蟇が へ る をお 助け 下さい」 と 十分 ほど 熱心に 祈禱 

くさき 

をした。 (武 さん は 立ち小便 をす る 時に も 草木の ない 

所に した こと はない。 尤も その為に 一本の 若木の 枯 

れて しまった こと は 確かで ある。) 

武 さん を 翌朝 起した の はいつ も 早い 牛乳 配達だった。 

牛乳 配達 は武 さんの 顔 を 見る と、 紫が かった 壜を さし 

出しながら、 晴れ やかに 武 さんに 話しかけた。 

ひき 

「今 あすこ を 通って 来る と、 踏み つぶされた 蟇が へる 

が 一 匹 向う の 草の 中へ は ひって 行き ましたよ。 蟇が へ 

るな どと いふ やつ は 強い ものです ね ご 



あと さっそく 

武 さん は 牛乳 配達の 帰った 後、 早速 感謝の 祈禱 をし 

ぢ きわ 

た。 —— これ は武 さんの 直話で ある。 僕 は 現世に も か 

きせき 

うい ふ 奇蹟の 行 はれる とい ふこと を 語りたい ので はな 

い。 唯 現世に も かう いふ 人の ゐる とい ふこと を 語りた 

いので ある。 僕の 考へ は武 さんの 考 へと は、 —— 僕に 

この 話 をした 武 さんの 考 へと は 或は 反対になる であら 

う。 しかし 僕 は 不幸に も武 さんの やうに 信仰に は ひつ 

てゐ ない。 従って 考 への 喰 ひ 違 ふの はやむ を 得ない こ 

とと 思 つて ゐる。 

(昭和 二 • 五 丄ハ) 
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